
第
十
七
条
第
二
項

市
町
村
長

住
所
地
区
長

附
則
第
二
条
第
二
項

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
市
町
村
長

令
第
四
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
住
所
地
区
長
を
経
由
し
て

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
住
所
地
市

長
並
び
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
カ
ー

ド
の
返
納
及
び
法
第
十
六
条
の
主
務
省
令

で
定
め
る
書
類
の
提
示
を
受
け
、
又
は
同

条
の
政
令
で
定
め
る
措
置
を
と
る
も
の
と

さ
れ
た
住
所
地
区
長

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附
則
第
一
条
中
「
及
び
第
十
三
条
」
を
「
、
第
十
三
条
」
に
改
め
、「
限
る
。）ま
で
」
の
下
に「
及
び
第
二
十
二
条（
同

条
の
表
第
十
二
条
第
一
項
の
項
か
ら
第
十
二
条
第
三
項
及
び
附
則
第
二
条
第
三
項
の
項
ま
で
に
係
る
部
分
を
除
く
。）」

を
加
え
る
。

附
則
第
二
条
第
三
項
中
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
を
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」」に
、「
第
十
二
条
第
二
号
」
を
「
同
条

第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
四
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
規
定
す
る
」
の
下
に
「
簡

素
な
顧
客
管
理
を
行
う
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
取
引
と
し
て
」
を
加
え
、「
取
引
は
」
を
「
も
の
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
前
項
第
十
三
号
イ
」
を「
第
一
項
第
十
三
号
イ
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

特
定
事
業
者
が
同
一
の
顧
客
等
と
の
間
で
二
以
上
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
取
引
を
同
時
に
又
は
連
続
し
て
行
う
場

合
に
お
い
て
、
当
該
二
以
上
の
取
引
が
一
回
当
た
り
の
取
引
の
金
額
（
第
三
号
に
掲
げ
る
取
引
に
あ
っ
て
は
、
賃
貸

人
が
賃
貸
を
受
け
る
者
か
ら
一
回
に
受
け
取
る
賃
貸
料
の
額
）
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
一
の
当
該
各
号
に
掲
げ
る
取

引
を
分
割
し
た
も
の
の
全
部
又
は
一
部
で
あ
る
こ
と
が
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
二
以

上
の
取
引
を
一
の
取
引
と
み
な
し
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一

現
金
の
受
払
い
を
す
る
取
引
で
為
替
取
引
又
は
令
第
七
条
第
一
項
第
一
号
タ
に
規
定
す
る
自
己
宛
小
切
手
の
振

出
し
を
伴
う
も
の
の
う
ち
、
顧
客
等
の
預
金
又
は
貯
金
の
受
入
れ
又
は
払
戻
し
の
た
め
に
行
う
も
の

二

現
金
の
受
払
い
を
す
る
取
引
で
為
替
取
引
を
伴
う
も
の
の
う
ち
、
商
品
若
し
く
は
権
利
の
代
金
又
は
役
務
の
対

価
の
支
払
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
支
払
を
受
け
る
者
に
よ
り
、
当
該
支
払
を
行
う
顧
客
等
又

は
そ
の
代
表
者
等
の
、
特
定
金
融
機
関
の
例
に
準
じ
た
取
引
時
確
認
並
び
に
確
認
記
録
の
作
成
及
び
保
存
に
相
当

す
る
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の

三

令
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
取
引

第
二
十
八
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
五
項
」
を
「
第
十
九
条
第
五
項
」
に
、「
第
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
十
九
条

第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
第
三

項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
五
条
第
一
項
」を「
第

十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
を
削
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ロ
中
「
第
十
七
条
第
一

項
第
十
一
号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
条
第
三

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
取
引
時
確
認
等
を
的
確
に
行
う
た
め
の
措
置
）

第
三
十
二
条

法
第
十
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

一

自
ら
が
行
う
取
引
（
新
た
な
技
術
を
活
用
し
て
行
う
取
引
そ
の
他
新
た
な
態
様
に
よ
る
取
引
を
含
む
。）に
つ
い

て
調
査
し
、
及
び
分
析
し
、
並
び
に
当
該
取
引
に
よ
る
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
の
危
険
性
の
程
度
そ
の
他
の
当

該
調
査
及
び
分
析
の
結
果
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定

事
業
者
作
成
書
面
等
」
と
い
う
。）を
作
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
見
直
し
を
行
い
、必
要
な
変
更
を
加
え
る
こ
と
。

二

特
定
事
業
者
作
成
書
面
等
の
内
容
を
勘
案
し
、
取
引
時
確
認
等
の
措
置
（
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
取
引
時
確

認
等
の
措
置
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
に
際
し
て
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、

当
該
情
報
を
整
理
し
、
及
び
分
析
す
る
こ
と
。

三

特
定
事
業
者
作
成
書
面
等
の
内
容
を
勘
案
し
、
確
認
記
録
及
び
取
引
記
録
等
を
継
続
的
に
精
査
す
る
こ
と
。

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、
法

務

省
、

財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

令
第
三
号

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
及

び
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関

す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
四
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
、
第
十

一
条
第
四
号
並
び
に
第
二
十
一
条
並
び
に
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令

第
二
十
号
）
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
、
第
十
三
条
第
二
項
並
び
に

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
九
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

法
務
大
臣

上
川

陽
子

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
内
閣
府
、
総
務
省
、
法
務
省
、
財
務
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
八
号
中
「
第
十
五
条
第
二
号
」
を
「
第
十
八
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を「（
簡
素
な
顧
客
管
理
を
行
う
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
取
引
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
各
号
列
記
以

外
の
部
分
中
「
規
定
す
る
」
の
下
に
「
簡
素
な
顧
客
管
理
を
行
う
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
取
引
と
し
て
」
を
加
え
、「
取
引

は
」
を
「
も
の
は
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
ロ
中
「
第
十
五
条
第
八
号
」
を
「
第
十
八
条
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第

七
号
中
ニ
を
ヘ
と
し
、
ハ
を
ホ
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

電
気
、
ガ
ス
又
は
水
道
水
の
料
金
（
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第

三
号
に
規
定
す
る
小
売
電
気
事
業
者
若
し
く
は
同
項
第
九
号
に
規
定
す
る
一
般
送
配
電
事
業
者
、
ガ
ス
事
業
法

（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
ガ
ス
事
業
者
、
同
条
第
四
項
に
規
定

す
る
簡
易
ガ
ス
事
業
者
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
ガ
ス
導
管
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
大

口
ガ
ス
事
業
者
、
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
五
項
に
規
定
す
る
水
道
事
業
者

又
は
工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
工
業
用
水
道
事

業
者
に
対
し
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）の
支
払
に
係
る
も
の

ニ

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学

校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
対
す
る
入
学
金
、
授
業
料

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
支
払
に
係
る
も
の
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